
さと か ぐら

入曽囃子は、地元に古くからあった里神楽を土台に、文
政年間（１８１８～１８３０）に武蔵国豊島郡徳丸（東京都板橋
区）から芸人を招き、土地の有志に伝授されて始まった

さん ば そう

といわれています。里神楽の流れをくむ三番叟を舞う
のが特徴のこの囃子は、除夜の鐘と同時に野々宮神社
に奉納されるほか、４・７・１０・１１月の祭礼で見ることが
できます

再生紙を使用
はや し の の みや こ だいがめ

【今月の表紙】入曽囃子（市指定文化財）と野々宮神社の古代甕（市指定文化財）
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野々宮神社の古代甕は、奈良時代末から平
す え

安時代初期にかけて作られたとされる須恵
しつ

質の甕で、酒を入れて神前に供える祭具と
いわれています
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